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「市債」とは市の借入金のこと。
将来にわたって返済していくこ
とにより、道路や学校など永続
的に役立つ施設の建設費を次世
代にも平等に負担してもらうこ
とになります。また、「基金」は、
いろいろな目的のために用意し
ておく市の貯金です。17年度は、
合併後の地域振興策などに使う
「緑あふれるまちづくり基金」
を新たに創設したため、16年度
よりも約40億円ほど
増えています。

●民生費…身体・知的障害者や高齢者
の施設、保育所などの整備、高齢者
専用バス回数券の交付、福祉医療費
の給付などを行いました。
●土木費…道路や公園の整備、市営住
宅の建設などに使いました。
●総務費…選挙、統計調査、固定資産
税地理情報システムの構築、コミュ
ニティセンターの整備、町内会への
助成などを行いました。
●教育費…広面小学校の大規模改造と
山王中学校の環境整備、幼稚園への
補助、公民館や図書館などでの各種
講座などを行いました。
●衛生費…基本健康診査や各種検診、
ポリオや高齢者インフルエンザなど
の予防接種、第２リサイクルプラザ
の建設、家庭ごみの収集などを行い
ました。
●労働費・農林水産業費・商工費…中
小企業への融資あっせん、求職中の
かたへの技能講習、農道・林道整備
などを行いました。
●議会費…議会の運営などに使いまし
た。

歳出歳出
目的別にみると…

民生費
302億601万7千円
(25.3％)

土木費
205億2,609万9千円
(17.2％)

衛生費
91億909万円(7.6％)

公債費
157億9,325万8千円

(13.2％)

教育費
112億9,597万4千円

(9.5％)

総務費
183億9,384万円

(15.4％)

労働費・農林水産業費・商工費
84億9,040万9千円(7.1％)

消防費・災害復旧費・諸支出金
48億1,880万8千円(4.1％)

議会費
7億4,092万6千円(0.6％)

平成17年度一般会計の
おもな使いみち

1,193億7,442万１千円

人件費
(市職員の給与など)
239億6,779万5千円
(20.1％)

扶助費(生活困窮者、身体障
害者への生活維持費など)
194億1,631万3千円(16.3％)

物件費・維持補修費
(需用費、旅費、備品購入費など)
172億1,866万3千円(14.4％)

公債費
(市債の返済経費)

157億9,325万8千円(13.2％)

補助費等
(負担金、補助金など)
127億384万2千円(10.7％)

投資的経費
(施設や道路などを建設する経費)
101億7,293万6千円(8.5％)

繰出金
(特別会計へ支出される経費)
82億8,193万2千円(6.9％)

その他 118億1,968万2千円(9.9％)

性質別にみると…

第２リサイクルプラザ(河辺豊成)

「市債」と「基金」

一 般 会 計

市 有 林 会 計

中央卸売市場会計

農業集落排水会計

大森山動物園会計

廃棄物発電会計

国民健康保険事業会計

介護保険事業会計

合　　　計

1,547億6,409万8千円

17億1,487万4千円

17億6,210万6千円

58億5,886万2千円

4億9,512万 円

6億1,083万8千円

2億5,000万 円

2,209万2千円

1,654億7,799万 円

秋田市の市債(借入金)

(平成18年３月末現在)

32億6,087万6千円

39億7,462万2千円

2億2,280万6千円

3億1,706万9千円

71億 783万7千円

11億4,168万7千円

3億 46万9千円

19億7,490万5千円

2億3,273万2千円

3億5,023万7千円

40億 円

228億8,324万 円

財 政 調 整 基 金

減 債 基 金

地 域 振 興 基 金

文 化 振 興 基 金

庁 舎 建 設 基 金

ふれあい福祉基金

スポーツ振興基金

短期大学運営基金

美術作品等取得基金

国民体育大会運営基金

緑あふれるまちづくり基金

合　　　計

秋田市の基金(貯金)



一般会計 歳入歳入

市税
431億545万5千円
(35.6％)

147億110万円
(12.2％)

141億1,743万9千円
(11.7％)

59億5,111万円(4.9％)

79億857万円(6.5％)

37億6,698万3千円(3.1％)

23億587万6千円(1.9％)
49億4,668万7千円(4.1％)

242億723万7千円
(20.0％)

市債

国庫支出金

諸収入

地方譲与税・交付金

県支出金

使用料及び手数料
その他

土地区画整理会計
市 有 林 会 計
市 営 墓 地 会 計
中央卸売市場会計
農業集落排水会計
大森山動物園会計
廃棄物発電会計
国民健康保険事業会計
老人保健医療事業会計
母子寡婦福祉資金貸付事業会計
介護保険事業会計

合　　　計

16億4,170万1千円

1億8,655万5千円

4,371万2千円

6億5,969万1千円

8億 288万5千円

4億1,244万3千円

1億7,531万6千円

260億4,304万5千円

324億1,176万7千円

1億2,088万1千円

165億8,616万5千円

790億8,416万1千円

14億5,622万7千円

1億8,063万1千円

2,970万6千円

6億4,167万9千円

7億5,132万6千円

4億 763万9千円

1億6,961万4千円

258億7,815万8千円

322億7,652万9千円

5,995万8千円

163億5,023万9千円

782億 170万6千円

1億8,547万4千円

592万4千円

1,400万6千円

1,801万2千円

5,155万9千円

480万4千円

570万2千円

1億6,488万7千円

1億3,523万8千円

6,092万3千円

2億3,592万6千円

8億8,245万5千円

歳入決算額
(Ａ)

歳出決算額
(Ｂ)

差 引 額
(Ａ)－(Ｂ)会 計 別特別会計

介護保険や国民健康保険など、特定の
事業では、それぞれの収入を支出に充て
るため、一般会計と区別しています。

４・５ページには貸借対照表

1,210億1,045万７千円

秋田市の平成17年度一般会計・特別会計の決算が、昨年12月
の市議会で認定されました。みなさんが納めた税金、国からく
るお金などが、どのように使われたのかをお知らせします。

平平成成1177年年度度決決算算報報告告

財財政政状状況況

地方交付税

一般会計は、福祉や都市基盤の整
備、教育など、市の一般的な事業に
使われる経費のことです。
歳入から歳出を差し引いた残り16

億3,603万６千円から、平成18年度に
繰り越した事業の財源となった２億
6,894万６千円を除き、13億6,709万円
の黒字になりました。
歳入では、市町合併をしたため、市
税や地方交付税が増えました。歳出で
は、除排雪経費の増加など緊急的な歳
出にも対応しながら、適正な予算執行
に努めました。

広報あきた ２月16日号03

介護保険のデイサービス


